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    第 １５ 回 例 会 報 告（１０月２６日） 
 

【 出  席  報  告 】 

・会員数   ５０名         ・出席数  ３６名          ・欠席数  １４名 

・当日出席率   ７６．０８％            ・前々回修正出席率   ８６．６７％ 

＜欠席会員＞原､平田､冠､吉良､桑森､松木(久)､村上(修)､中村､岡本､田中､山本 

〔免除会員〕青野(明)､檜垣(巧)､光藤 

<10/5欠席補填>（10/2今治北)田中（10/3今治南)檜垣(俊)､大澤､越智､吉田（10/10今治南）尾越 

(10/11東予）岡本（10/16今治北)村上(裕) 

◇会長報告・先週に引き続き 15回以上皆出席の出席優秀者表彰（近藤正人会員＝17回）を行いました。 
◇幹事報告・本日例会終了後、パスト会長会を開催しました。 

  ・プロジェクター使用時のスクリーン位置を例会時に時計が見えなくなるのを避けるため、後方ハロー
ワーク側から後方旧日吉小学校側に変更しました。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・吉田透会員(53歳)：先日の健康診断で胃カメラを入れたら見事にピロリ
菌がおりまして、現在除菌中です。伺いますとお酒は問題ないそうですが、家では控えておりま
す。ゴルフは平均 80台になるよう、ベストスコアの更新と久しぶりの 70台を目指します。  

 

※11月 2日（木）の例会は国際ホテルローズの間にて開催いたします。 
 

新会員卓話 
◆田崎泰三会員『愛媛信用金庫設立・合併等の経緯』：愛媛信用金庫は今治信用金庫と松山信用金庫の合併により発

足しました。本日はこの両庫の歴史を遡ってお話しします。昭和 24（1949）年ごろ、日本が戦後の焼け野原から一

足飛びに資本主義社会へ、つまり事業者が闇市から企業形態へ生まれ変わろうとする時期に今治でも中小企業の金

融必要性が叫ばれるようになり、当時の八木豊今治商工会議所会頭（八木伸樹会員の祖父）の発議で昭和 26（1951）

年 1月 27日、今治信用金庫の前身である今治市信用組合が設立されました。初代理事長はその八木豊氏で、後年の

愛媛信用金庫初代会長も務められています。その後、昭和 26 年 6 月 15 日に信用金庫法が施行され、同年 12 月 17

日、今治市信用組合は今治市信用金庫へ改組、そして翌昭和 27（1952）年 5月 16日、今治信用金庫へ名称変更され

ました。▼一方、大正 2（1913）年 4月 1日に有限責任松山市信用組合として産声を上げた松山信用金庫。明治天皇

崩御から全国的に経済が不振を極め、官民共に打開策を練るものの銀行から閉め出された零細企業者は無尽に頼る

ほかなく、不況の余波を一層深刻に味わっていた時代に、お互い心を合わせて資本主義経済の荒波から自らを守ろ

うとする意欲が集結して発足に至りました。同組合は大正 13（1924）年 1月 25日に保証責任松山市信用組合へ、昭

和 18（1943）年 4 月 1 日の市街地信用組合法施行により同年 11 月 18 日、松山市信用組合へ、終戦を経て昭和 24

年 7月 1日に中小企業等協同組合法の施行で昭和 25（1950）年 4月 1日に松山信用協同組合へ、その後は信用金庫

法施行により昭和 26年 10月 20日に松山市信用金庫へ改組、昭和 27年 6月 25日に松山信用金庫へ名称変更されま

した。▼創業から 18年、今治市に本店がある金融機関を作るという地元の方々の念願を実現した今治信用金庫でし

たが取引先や商圏の発展スピードは速く、国民公庫、中小公庫、住宅公庫などの外部貸し付けや上部団体である全

信連などをフル活用して資金調達に努めるも、顧客ニーズに十分応えることができない状況でした。そこで八木会

長は「広域経営で資金の必要季節差を利用して運用すれば要望に応えられる。取引先の行動圏を金庫の営業区域に

すれば情報提供ができて金融機関としての働きができる。そのためには合併しかない。」と考えました。▼交通網が

発達している県都・松山でも資金の流動性確保は急務で、かねてより水面下では合併が模索されていましたが、今

治と松山の産業や気質、それに生い立ちや歴史が違うため、なかなか進展しません。しかし双方に共通してあった

のは郷土・愛媛県が繁栄するために奉仕するという理念。それでついに昭和 44（1969）年 10月 1日、昭和 42年 12

月に就任した浜口松山信用金庫理事長（日銀松山支店長）と合併の合意に至り、本店は松山に置きつつ今治信用金

庫が松山信用金庫を吸収合併する形で愛媛信用金庫が誕生しました。▼現在の今治支店は今治信用金庫の本店であ

り、昭和 35（1960）年 9月に竣工しました。市役所や公会堂などと共に丹下健三の設計による当時としては斬新か

つ画期的な建物で、3階から上は憩いのスペースとして公共性を備えた造りになっています。ちなみに常盤町支店も

丹下健三の設計です。見学ご希望の方はお申し付けください。  
 

次 回 例 会（１１月２日） 

【 ロータリー情報委員会アワー 】  

＜会員誕生日祝＞ 宮道 勝敏氏（11/4） 村上 裕一氏（11/6） 

＜結婚記念日祝＞ 吉武 誠治氏（11/3） 山本  剛氏（11/3） 渡邊 道信氏（11/4） 

         眞鍋 次男氏（11/4）  

〔 国際ホテル 〕 


